
(57)【要約】

生検ピンセットは、ハンドルおよび１対の組織切断顎部

を有し、これらのハンドルおよび顎部は、細長シースに

よって分離されている。この組織切断顎部は、組織サン

プルを得るために開閉し得る。これらの組織切断顎部は

、組織サンプルを得るために開閉し得る。これらの組織

切断顎部は、このピンセットの遠位端から取り外し可能

であり、これによって、医師は、得られた各サンプルに

ついて、異なる対の組織切断顎部を使用し得る。これら

の切断顎部は、医師による容易なアクセスのために、ト

レイ内に分配される。
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 生 検 ピ ン セ ッ ト で あ っ て 、 以 下 ：
　 該 ピ ン セ ッ ト の 近 位 端 に お け る ハ ン ド ル ；
　 該 ハ ン ド ル に 固 定 さ れ た 細 長 シ ー ス ； お よ び
　 該 細 長 シ ー ス の 遠 位 端 に 取 り 外 し 可 能 に 固 定 可 能 な 複 数 の 組 織 切 断 顎 部 で あ っ て 、 該 組
織 切 断 顎 部 は 、 組 織 サ ン プ ル を 得 る た め に 作 動 可 能 で あ る 、 組 織 切 断 顎 部 、
を 備 え る 、 生 検 ピ ン セ ッ ト 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 複 数 の 組 織 切 断 顎 部 が 、 ト レ イ 内 に パ ッ ケ ー ジ さ れ て い る 、 請 求 項 １ に 記 載 の 生 検
ピ ン セ ッ ト 。
【 請 求 項 ３ 】
　 組 織 サ ン プ ル を 得 る た め の 生 検 ピ ン セ ッ ト で あ っ て 、 以 下 ：
　 該 ピ ン セ ッ ト の 近 位 端 に お け る ハ ン ド ル ；
　 該 ハ ン ド ル に 固 定 さ れ た 細 長 シ ー ス ；
　 該 細 長 シ ー ス の 遠 位 端 に 取 り 外 し 可 能 に 固 定 さ れ た 、 複 数 の 使 い 捨 て 組 織 切 断 顎 部 ； お
よ び
　 該 細 長 シ ー ス か ら １ 対 の 組 織 切 断 顎 部 を 選 択 的 に 解 放 す る た め の 機 構 で あ っ て 、 そ の 結
果 、 新 た な 対 の 組 織 切 断 顎 部 が 、 得 ら れ た 各 組 織 サ ン プ ル の た め に 、 該 ピ ン セ ッ ト に 固 定
さ れ 得 る 、 機 構 、
を 備 え る 、 生 検 ピ ン セ ッ ト 。
【 請 求 項 ４ 】
　 前 記 組 織 切 断 顎 部 が 、 半 径 方 向 外 向 き に 付 勢 さ れ て お り 、 そ し て 前 記 シ ー ス が 、 外 側 ス
リ ー ブ を 有 し 、 該 外 側 ス リ ー ブ が 、 該 組 織 切 断 顎 部 を 閉 鎖 す る よ う に 、 該 顎 部 の 上 を 移 動
可 能 で あ る 、 請 求 項 ３ に 記 載 の 生 検 ピ ン セ ッ ト 。
【 請 求 項 ５ 】
　 前 記 機 構 が 、 前 記 組 織 切 断 顎 部 に 対 す る 前 記 外 側 ス リ ー ブ の 移 動 に よ っ て 、 該 組 織 切 断
顎 部 を 解 放 す る 、 請 求 項 ４ に 記 載 の 生 検 ピ ン セ ッ ト 。
【 請 求 項 ６ 】
　 前 記 ス リ ー ブ が 、 ケ ー ブ ル を 備 え 、 そ し て 前 記 組 織 切 断 顎 部 と 解 放 す る た め の 前 記 機 構
が 、 該 ケ ー ブ ル に よ っ て 起 動 さ れ る 、 請 求 項 ３ に 記 載 の 生 検 ピ ン セ ッ ト 。
【 請 求 項 ７ 】
　 前 記 シ ー ス が 、 該 シ ー ス の 遠 位 端 に 、 ば ね 付 勢 さ れ た 少 な く と も １ つ の ピ ン を 有 し 、 該
ピ ン が 、 １ 対 の 組 織 切 断 顎 部 と 係 合 し て 、 該 顎 部 を 前 記 ピ ン セ ッ ト に 固 定 す る 、 請 求 項 ３
に 記 載 の 生 検 ピ ン セ ッ ト 。
【 請 求 項 ８ 】
　 内 視 鏡 を 通 し て 組 織 サ ン プ ル を 得 る た め の 使 い 捨 て デ バ イ ス で あ っ て 、 以 下 ：
　 １ 対 の 対 向 す る 顎 部 で あ っ て 、 該 顎 部 は 、 組 織 サ ン プ ル を 得 る た め に 、 開 位 置 と 閉 位 置
と の 間 で 移 動 可 能 で あ る 、 顎 部 ； お よ び
　 生 検 ピ ン セ ッ ト の 遠 位 端 と 選 択 的 に 係 合 す る コ ネ ク タ で あ っ て 、 こ れ に よ っ て 、 組 織 サ
ン プ ル が 得 ら れ た 後 に 、 該 顎 部 が 該 ピ ン セ ッ ト か ら 取 り 外 さ れ 得 る 、 コ ネ ク タ 、
を 備 え る 、 生 検 デ バ イ ス 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 （ 発 明 の 分 野 ）
　 本 発 明 は 、 一 般 に 、 医 療 デ バ イ ス に 関 し 、 そ し て 具 体 的 に は 、 生 検 ピ ン セ ッ ト に 関 す る
。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
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　 （ 発 明 の 背 景 ）
　 内 視 鏡 手 順 と 供 に 使 用 さ れ る 通 常 の 医 療 デ バ イ ス は 、 生 検 ピ ン セ ッ ト で あ る 。 こ の よ う
な デ バ イ ス は 、 カ テ ー テ ル ま た は シ ー ス に よ っ て 分 離 さ れ た 、 ハ ン ド ル お よ び １ 対 の 組 織
切 断 顎 部 を 有 す る 、 細 長 カ ッ タ ー で あ る 。 こ れ ら の 組 織 切 断 顎 部 は 、 こ の シ ー ス を 通 っ て
ハ ン ド ル 内 へ と 延 び る 、 ケ ー ブ ル ま た は 他 の 機 構 に よ っ て 作 動 さ れ る 。 医 師 は 、 こ の ピ ン
セ ッ ト を 内 視 鏡 の 作 業 チ ャ ネ ル に 挿 入 し 、 そ し て こ の 顎 部 を 起 動 さ せ て 、 病 理 学 者 に よ る
分 析 の た め の 組 織 サ ン プ ル を 得 る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 過 去 に お い て 、 医 師 が 組 織 の １ つ よ り 多 く の 領 域 の 生 検 を 欲 す る 場 合 、 こ の 医 師 は 、 こ
の デ バ イ ス を 内 視 鏡 に 挿 入 し 、 生 検 サ ン プ ル を 得 、 そ し て こ の 組 織 サ ン プ ル を 適 切 な 容 器
に 入 れ る 目 的 で 、 こ の デ バ イ ス を こ の 内 視 鏡 か ら 引 き 込 む 。 あ る い は 、 い く つ か の 生 検 ピ
ン セ ッ ト は 、 複 数 の か み 合 わ せ の デ バ イ ス で あ り 、 こ れ は 、 １ つ よ り 多 く の 組 織 サ ン プ ル
を 保 持 し 得 る 。 各 型 の ピ ン セ ッ ト 設 計 に 関 す る 問 題 は 、 相 互 汚 染 が 、 異 な る 組 織 サ ン プ ル
の 間 で 起 こ り 得 、 こ れ に よ っ て 、 医 師 に 、 患 者 の 疾 患 状 態 の 不 正 確 な 評 価 を 提 供 し 得 る こ
と で あ る 。 医 師 が 、 各 サ ン プ ル に つ い て 別 個 の 生 検 ピ ン セ ッ ト を 使 用 し 得 る こ と が 可 能 で
あ る が 、 こ の よ う な 解 決 は 、 多 く の 使 い 捨 て デ バ イ ス が 使 用 さ れ る こ と 、 ま た は 滅 菌 さ れ
な け れ ば な ら な い 多 く の デ バ イ ス を 生 じ 得 る か の 、 い ず れ か を 必 要 と す る 。
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 従 っ て 、 相 互 汚 染 の 低 い 可 能 性 で 、 複 数 の 組 織 サ ン プ ル を 得 る こ と が 可 能 な 生 検 ピ ン セ
ッ ト 、 お よ び 各 組 織 サ ン プ ル に 対 し て 、 異 な る デ バ イ ス が 使 用 さ れ る こ と を 必 要 と し な い
生 検 ピ ン セ ッ ト に 対 す る 必 要 性 が 存 在 す る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 （ 発 明 の 要 旨 ）
　 こ れ ら お よ び 他 の 問 題 を 解 決 す る た め に 、 本 発 明 は 、 取 り 外 し 可 能 な 切 断 顎 部 を 有 す る
生 検 ピ ン セ ッ ト で あ る 。 こ の 生 検 デ バ イ ス は 、 カ テ ー テ ル ま た は シ ー ス に よ っ て 分 離 さ れ
た 、 ハ ン ド ル お よ び 一 対 の 切 断 顎 部 を 有 す る 。 医 師 は 、 こ の ハ ン ド ル を 操 作 し て 、 組 織 サ
ン プ ル を 回 収 す る よ う に 切 断 顎 部 を 起 動 す る 。 こ れ ら の 切 断 顎 部 は 、 各 サ ン プ ル が 得 ら れ
た 後 に 、 選 択 的 に 取 り 外 さ れ 得 、 そ し て 別 の 組 織 サ ン プ ル を 得 る た め に 、 新 た な 対 の 顎 部
が 取 り 付 け ら れ 得 る 。 切 断 顎 部 の セ ッ ト は 、 ト レ イ ま た は 他 の キ ャ リ ー デ バ イ ス 内 に 分 配
さ れ 得 、 こ れ に よ り 、 医 師 は 、 各 組 織 サ ン プ ル が 得 ら れ た 後 に 、 新 た な 対 の 切 断 顎 部 を 容
易 に 取 り 付 け る こ と が 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 本 発 明 の 上 記 局 面 お よ び 付 随 す る 利 点 の 多 く は 、 本 発 明 が 添 付 の 図 面 と 組 み 合 わ せ て 考
慮 さ れ る 場 合 に 、 以 下 の 詳 細 な 説 明 を 参 照 す る こ と に よ っ て 、 よ り よ く 理 解 さ れ る に つ れ
て 、 よ り 容 易 に 明 ら か に な る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 （ 好 ま し い 実 施 形 態 の 詳 細 な 説 明 ）
　 図 １ に 示 さ れ る よ う に 、 本 発 明 の １ つ の 実 施 形 態 に 従 う 生 検 ピ ン セ ッ ト １ ０ は 、 遠 位 端
１ ４ お よ び 近 位 端 １ ６ を 有 す る カ テ ー テ ル ま た は シ ー ス １ ２ を 備 え る 。 シ ー ス １ ２ の 遠 位
端 １ ４ に は 、 １ 対 の 組 織 切 断 顎 部 １ ８ が あ る 。 組 織 切 断 顎 部 １ ８ は 、 こ の 生 検 ピ ン セ ッ ト
に 取 り 外 し 可 能 に 固 定 さ れ 、 そ の 結 果 、 こ れ ら の 顎 部 １ ８ は 、 組 織 サ ン プ ル が 得 ら れ た 後
に 、 別 の 対 の 顎 部 と 交 換 さ れ 得 る 。 こ の シ ー ス の 近 位 端 に お け る ハ ン ド ル ２ ０ は 、 親 指 リ
ン グ ２ ３ を 有 す る 静 止 部 分 ２ ２ お よ び ス ラ イ ド ２ ４ を 備 え 、 こ の ス ラ イ ド は 、 こ の ハ ン ド
ル の 静 止 部 分 ２ ２ に 対 し て 移 動 す る 。 医 師 は 、 ス ラ イ ド ２ ４ を 移 動 さ せ て 、 組 織 切 断 顎 部
１ ８ を 開 閉 さ せ 、 そ し て 組 織 サ ン プ ル を 得 る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
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　 組 織 サ ン プ ル が 回 収 さ れ た 後 に 、 医 師 は 、 組 織 切 断 顎 部 １ ８ を 生 検 ピ ン セ ッ ト １ ０ の 遠
位 端 １ ４ か ら は ず し 得 、 そ し て 別 の 組 織 サ ン プ ル を 得 る た め に 、 新 た な 対 の 切 断 顎 部 が 、
こ の 遠 位 端 に 固 定 さ れ 得 る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 図 ２ は 、 ト レ イ ３ ０ 内 の 、 多 数 の 取 り 外 し 可 能 な 組 織 切 断 顎 部 １ ８ ａ 、 １ ８ ｂ 、 １ ８ ｃ
・ ・ ・ １ ８ ｏ を 示 す 。 医 師 は 、 各 対 の 組 織 切 断 顎 部 を 用 い て サ ン プ ル を 得 る こ と が で き 、
そ し て こ の 組 織 サ ン プ ル が 付 着 し た 顎 部 を 、 ト レ イ ３ ０ に 戻 し て 置 き 得 、 そ の 結 果 、 こ の
ト レ イ は 、 再 調 査 お よ び ／ ま た は 診 断 の た め に 、 病 理 学 者 ま た は 他 の 分 析 セ ン タ ー に 発 送
さ れ 得 る 。 一 旦 、 全 て の 所 望 の 組 織 サ ン プ ル が 得 ら れ る と 、 生 検 ピ ン セ ッ ト １ ０ は 、 処 分
さ れ 得 る か 、 ま た は こ の 生 検 ピ ン セ ッ ト を 製 造 す る た め に 使 用 さ れ た 材 料 に 依 存 し て 、 こ
の ピ ン セ ッ ト の ハ ン ド ル お よ び シ ー ス の 部 分 が 、 別 の 患 者 で の 使 用 の た め に 滅 菌 さ れ 得 る
。 理 解 さ れ る よ う に 、 組 織 サ ン プ ル は 、 こ れ ら が 得 ら れ た 後 に 、 組 織 切 断 顎 部 内 に 残 る 必
要 は な い 。 こ の よ う な サ ン プ ル は 、 従 来 の 標 本 瓶 に 入 れ ら れ 得 る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 図 ３ は 、 本 発 明 の １ つ の 実 施 形 態 に 従 う 、 生 検 ピ ン セ ッ ト の 遠 位 端 に １ 対 の 組 織 切 断 顎
部 を 取 り 外 し 可 能 に 固 定 す る た め の 機 構 を 図 示 す る 。 こ の 実 施 形 態 に お い て 、 シ ー ス １ ２
は 、 内 側 細 長 部 材 ４ ０ お よ び 外 側 ス リ ー ブ ４ ２ を 備 え 、 こ の ス リ ー ブ は 、 内 側 細 長 部 材 ４
０ の 上 を ス ラ イ ド す る 。 内 側 細 長 部 材 ４ ０ の 遠 位 端 は 、 切 り 欠 き ４ ４ を 有 し 、 こ の 切 り 欠
き は 、 １ 対 の 組 織 切 断 顎 部 １ ８ の 近 位 端 の 切 り 欠 き ４ ６ と 協 働 す る 。 こ の 実 施 形 態 に お い
て 、 こ の 相 互 に か み 合 う 切 り 欠 き が 、 切 断 顎 部 １ ８ を 内 側 細 長 部 材 ４ ０ の 遠 位 端 に 接 合 す
る 。 外 側 ス リ ー ブ ４ ２ は 、 外 側 ス リ ー ブ ４ ２ 内 で の こ れ ら の 位 置 を 維 持 す る た め に 、 こ の
相 互 に か み 合 う 切 り 欠 き の 上 を ス ラ イ ド す る 。 従 っ て 、 外 側 ス リ ー ブ ４ ２ が 、 相 互 に 噛 み
合 う 切 り 欠 き の 間 の 接 合 部 の 上 に 位 置 決 め さ れ る 一 方 で 、 切 断 顎 部 １ ８ は 、 こ の 生 検 ピ ン
セ ッ ト の 遠 位 端 に 固 定 さ れ る 。 本 発 明 の １ つ の 実 施 形 態 に お い て 、 組 織 切 断 顎 部 １ ８ は 、
半 径 方 向 外 向 き に 付 勢 さ れ 、 そ の 結 果 、 遠 位 方 向 へ の 外 側 ス リ ー ブ ４ ２ の 移 動 の 際 に 、 こ
れ ら の 顎 部 は 、 閉 位 置 に 推 進 さ れ る 。 外 側 ス リ ー ブ ４ ２ の 引 き 込 み の 際 に 、 こ れ ら の 顎 部
は 、 組 織 サ ン プ ル を 回 収 す る た め に 、 開 か れ る 。 外 側 ス リ ー ブ ４ ２ の さ ら な る 引 き 込 み の
際 に 、 相 互 に 噛 み 合 う 切 り 欠 き の 間 の 接 合 部 は 、 覆 い を 外 さ れ 、 そ し て 内 側 細 長 部 材 ４ ０
の 遠 位 端 が 、 組 織 切 断 顎 部 １ ８ の 近 位 端 か ら 取 り 外 さ れ 得 る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 図 ３ に 示 さ れ る 実 施 形 態 に お い て 、 内 側 細 長 部 材 ４ ０ は 、 好 ま し く は 、 静 止 ハ ン ド ル ２
２ に 接 続 さ れ 、 一 方 で 、 外 側 ス リ ー ブ ４ ２ は 、 好 ま し く は 、 稼 動 ス ラ イ ド ２ ４ に 接 続 さ れ
、 そ の 結 果 、 医 師 は 、 こ れ ら の 顎 部 の 開 閉 、 お よ び 切 断 顎 部 １ ８ の 取 り 外 し を 、 片 手 で 制
御 し 得 る 。 ボ タ ン ２ ６ （ 図 １ に 示 さ れ る ） が 、 ス ラ イ ド ２ ４ の 移 動 を 制 限 す る た め に 、 提
供 さ れ 得 る 。 ボ タ ン ２ ６ の 位 置 は 、 組 織 切 断 顎 部 １ ８ を 交 換 す る た め に 、 外 側 ス リ ー ブ ４
２ が 、 相 互 に か み 合 う 切 り 欠 き の 間 の 接 合 部 を 通 過 し て 移 動 す る こ と を 可 能 に す る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 図 ４ は 、 生 検 ピ ン セ ッ ト の 遠 位 端 に １ 対 の 組 織 切 断 顎 部 １ ８ を 取 り 外 し 可 能 に 固 定 す る
た め の 機 構 の 、 代 替 の 実 施 形 態 を 示 す 。 こ の 実 施 形 態 に お い て 、 こ の 生 検 ピ ン セ ッ ト は 、
内 側 細 長 部 材 ６ ０ お よ び 外 側 ス リ ー ブ ６ ２ を 備 え る 。 内 側 細 長 部 材 ６ ０ の 内 部 に は 、 ば ね
付 勢 さ れ た 起 動 ケ ー ブ ル ６ ４ が あ り 、 こ の ケ ー ブ ル は 、 そ の 遠 位 端 に 配 置 さ れ た シ リ ン ダ
６ ６ を 有 す る 。 シ リ ン ダ ６ ６ は 、 １ つ 以 上 の ス ロ ッ ト ６ ８ を 備 え 、 こ の ス ロ ッ ト 内 に 、 半
径 方 向 に 延 び る ピ ン ７ ０ が 載 る 。 ピ ン ７ ０ は 、 こ の シ リ ン ダ か ら 半 径 方 向 外 向 き に 延 び 、
そ の 結 果 、 こ れ ら の ピ ン は 、 内 側 細 長 部 材 ６ ０ の 側 面 を 通 っ て 延 び 、 そ し て １ 対 の 組 織 切
断 顎 部 に お け る 対 応 す る 穴 ７ ２ に 入 り 、 こ れ ら の 顎 部 を 、 こ の ピ ン セ ッ ト に 固 定 す る 。 ケ
ー ブ ル ６ ４ に よ る シ リ ン ダ ６ ６ の 移 動 は 、 ピ ン ７ ０ を 半 径 方 向 内 向 き お よ び 外 向 き に 移 動
さ せ る 。 ピ ン ７ ０ が 半 径 方 向 外 向 き の 位 置 に あ る 状 態 で 、 こ れ ら の ピ ン は 、 組 織 切 断 顎 部
１ ８ の 近 位 端 に お け る 対 応 す る 穴 ７ ２ と 係 合 す る 。 ケ ー ブ ル ６ ４ が 近 位 方 向 に 移 動 さ れ る
場 合 、 こ れ ら の ピ ン の 端 部 は 、 ス ロ ッ ト ６ ８ 内 を 移 動 し て 、 ピ ン ７ ０ を 半 径 方 向 内 向 き に
引 き 、 こ れ に よ っ て 、 組 織 切 断 顎 部 １ ８ を こ の ピ ン セ ッ ト か ら 解 放 し 、 そ の 結 果 、 新 た な
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対 の 切 断 顎 部 が 設 置 さ れ 得 る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 図 ５ は 、 １ 対 の 組 織 切 断 顎 部 １ ８ を 生 ピ ン セ ッ ト の 遠 位 端 取 り 外 し 可 能 に 固 定 す る た め
の 、 な お 別 の 機 構 を 図 示 す る 。 こ の 実 施 形 態 に お い て 、 こ の 生 検 ピ ン セ ッ ト は 、 内 側 細 長
部 材 ８ ０ お よ び 外 側 ス リ ー ブ ８ ２ を 有 す る 。 内 側 細 長 部 材 ８ ０ の 遠 位 端 に は 、 １ つ 以 上 の
ば ね 付 勢 さ れ た ボ ー ル ８ ４ が あ り 、 こ の ボ ー ル は 、 組 織 切 断 顎 部 １ ８ の 近 位 端 の 内 側 表 面
上 の 、 溝 （ ｒ ａ ｃ ｅ ） ま た は 他 の く ぼ み と 係 合 す る 。 こ の 溝 ま た は く ぼ み 内 で の 、 ボ ー ル
１ ８ の 圧 縮 お よ び 引 き 続 く そ の 解 放 に よ っ て 、 組 織 切 断 顎 部 １ ８ は 、 摩 擦 ば め で 、 生 検 ピ
ン セ ッ ト の 遠 位 端 に 保 持 さ れ る 。 外 側 ス リ ー ブ ８ ２ は 、 図 ３ お よ び ４ に 示 さ れ る 実 施 形 態
の 場 合 と 同 様 に 、 こ れ ら の 顎 部 を 開 閉 さ せ る た め に 、 こ れ ら の 顎 部 の 上 で 移 動 可 能 で あ る
。 組 織 切 断 顎 部 １ ８ は 、 単 に 、 内 側 細 長 部 材 ８ ０ の 遠 位 端 か ら 引 き 離 さ れ 得 、 そ し て 新 た
な 対 の 顎 部 が 、 内 側 細 長 部 材 ８ ０ の 遠 位 端 を 別 の セ ッ ト の 顎 部 の 近 位 端 に 押 し 込 む こ と に
よ っ て 、 設 置 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 本 発 明 の 好 ま し い 実 施 形 態 が 、 図 示 お よ び 説 明 さ れ た が 、 種 々 の 変 更 が 、 本 発 明 の 範 囲
か ら 逸 脱 す る こ と な く こ れ ら の 実 施 形 態 に お い て な さ れ 得 る こ と が 理 解 さ れ る 。 従 っ て 、
本 発 明 の 範 囲 は 、 添 付 の 特 許 請 求 の 範 囲 お よ び そ の 均 等 物 に よ っ て 規 定 さ れ る べ き で あ る
こ と が 意 図 さ れ る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ １ ５ 】
【 図 １ 】 図 １ は 、 本 発 明 の １ つ の 実 施 形 態 に 従 う 生 検 ピ ン セ ッ ト を 図 示 す る 。
【 図 ２ 】 図 ２ は 、 本 発 明 の あ る 局 面 に 従 う 、 取 り 外 し 可 能 な 組 織 切 断 顎 部 の ト レ イ を 図 示
す る 。
【 図 ３ 】 図 ３ は 、 生 検 ピ ン セ ッ ト の 遠 位 端 に １ 対 の 組 織 切 断 顎 部 を 取 り 外 し 可 能 に 固 定 す
る た め の 機 構 の １ つ の 実 施 形 態 を 図 示 す る 。
【 図 ４ 】 図 ４ は 、 生 検 ピ ン セ ッ ト の 遠 位 端 に １ 対 の 組 織 切 断 顎 部 を 取 り 外 し 可 能 に 固 定 す
る た め の 機 構 の な お 別 の 実 施 形 態 を 図 示 す る 。
【 図 ５ 】 図 ５ は 、 生 検 ピ ン セ ッ ト の 遠 位 端 に １ 対 の 組 織 切 断 顎 部 を 取 り 外 し 可 能 に 固 定 す
る た め の 機 構 の な お 別 の 実 施 形 態 を 図 示 す る 。

10

20

(5) JP 2006-520255 A 2006.9.7



【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】 【 図 ５ 】
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【 図 ４ 】
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【 国 際 調 査 報 告 】
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